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平成27年度 春の叙勲 および 表彰
おめでとうございます

瑞宝単光章 徳島県表彰 日本看護協会長表彰

 吉岡 批呂子 様  水口 靖美 様 宇山 弓子 様

平成27年度徳島県看護協会通常総会は会員の皆様のご協力により盛会裡に

終えることができました。また、看護協会設立35周年記念式典も同日に開催

し、長年看護の発展に寄与された皆様に対して、徳島県知事表彰、看護協会

長表彰を行いました。皆様のご功績を讃えると共に会員一同35周年のお祝い

の式典となりました。

徳島県看護協会は27年度も看護の質向上、安心して働き続けられる環境づ

くり、地域の人々のニーズに応える看護領域の開発・展開を図るため多くの事

業を展開しています。また、「医療介護総合確保推進法」の制定による基金事

業についても昨年から継続して進めて参ります。在宅医療の推進に関わる事

業やナースセンター事業、高度人材育成事業の推進に取り組んで参ります。

日本看護協会は2025年に向けた看護の挑戦として看護の将来ビジョン「い

のち・暮らし・尊厳をまもり支える看護」を表明しました。徳島県看護協会も

日本看護協会と協働し、具現化に向けて取り組みを進めます。

事業拡大のため、看護協会の事務局職員も増員しました。また、協会内部

を改修し2階に訪問看護支援センターとナースセンター、1階に会議室・研修

室を置き、復職者の研修コーナーや相談コーナーなど誰もが気軽に利用して

いただけるように一新しました。

今年度は会員数4,470人を目標にしております。会員の皆様、活動を共に

する会員の拡大をよろしくお願い致します。

長長長
会
長
会
長
挨
拶
挨
拶
挨
拶拶拶

会
長
挨
拶

会長　森山　節子
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35周年記念式典

■ 徳島県知事表彰
佐藤　民江（さとう　たみえ） 様

川野　公江（かわの　きみえ） 様

多田　敏子（ただ　としこ） 様

西本　利恵（にしもと　としえ） 様

水口　靖美（みなくち　やすみ） 様

藤枝　敬子（ふじえだ　けいこ） 様 ●　　

木内　和江（きのうち　かずえ） 様

小川　広美（おがわ　ひろみ） 様 ●　　

■ 徳島県看護協会長表彰
斉田　信子（さいた　のぶこ） 様 ●　　

岩藤のり子（いわふじ　のりこ） 様

池本　澄代（いけもと　すみよ） 様

兵庫　洋子（ひょうご　ようこ） 様

内田　桂子（うちだ　けいこ） 様 ●　　

乾　万里子（いぬい　まりこ） 様 ◆　　

鈴記　洋子（すずき　ようこ） 様

服部　裕子（はっとり　やすこ） 様

祖父江定子（そぶえ　さだこ） 様

栗本　敬子（くりもと　けいこ） 様

稲井　芳枝（いない　よしえ） 様 ●　　

大柳　　薫（おおやなぎ　かおる） 様

杉原　治美（すぎはら　はるみ） 様 ●　　

柏原　享子（かしはら　きょうこ） 様

埴淵　明美（はにぶち　あけみ） 様

郡　　利江（こおり　としえ） 様

宮川　　操（みやがわ　みさお） 様

原　　良江（はら　よしえ） 様

●…記念式典のみ出席　●…欠席（記念式典代理出席）　◆…欠席

受賞者一覧

（公）徳島県看護協会設立35周年 徳島県知事表彰受賞者　平成27年5月30日

（公）徳島県看護協会設立35周年 協会長表彰受賞者　平成27年5月30日

本会の歴史は 68年前にさかのぼります。昭和 22年「日本助産婦看護婦保健婦協会徳島県支部」とし

て発足し、戦後の混乱と高度経済成長の時期を経て、昭和55年「徳島県看護協会」となり、県民の皆様

の健康生活の実現に向けて、また、組織の拡充、看護職の資質向上を目指して35年の歴史を刻んで参り

ました。

さて、本年5月 30日（土）、徳島県看護協会の設立35周年を記念した式典が、看護会館において、飯

泉嘉門徳島県知事はじめ関係各位ご臨席のもと挙行され、看護の発展にご尽力されました 8人の皆様に

徳島県知事から、18 人の皆様に徳島県看護協会長から表彰状が授与されました。

記念イベントでご披露いただいた「フルート」の透き通った音色に耳を傾けながら、それぞれの時代

の看護を支えてこられた皆様の功績の上に、今の私たちがあることを深く心に刻む式典となりました。
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組  織  図

 5月30日（土）12：30～15：00

〈重点目標〉

〈議　　案〉

日本看護協会通常総会代議員・予備代議員候補者の選出について

平成27年度

平成28年度

正 会 員
名 誉 会 員

看 護 制 度 委 員 会
認定看護管理者教育運営委員会
医 療・看 護 安 全 対 策 委 員 会
災 害 看 護 支 援 検 討 委 員 会
ナースバンク事業推進PJT委員会
訪問看護推進事業PJT委員会
看 護 の 心 普 及PJT委 員 会

社 会 経 済 福 祉 委 員 会
教 育 委 員 会
学 会 委 員 会
広 報 出 版 委 員 会
推 薦 委 員 会

鳴 門 市
板 野 郡
徳 島 市
名東・名西郡
小 松 島 市
勝 浦 郡

吉 野 川 市
阿 波 市

　　日本看護協会

総 会

理 事 会

支 部

会 員 構 成

監 事

　　徳島県看護協会

平成27年度 公益社団法人 徳島県看護協会

通常総会開催常総会開催通常総会開催
日 時

平成27年

 職　　種 代議員候補 予備代議員1 予備代議員2

保 健 師 中瀬　明代 廣瀬　寿美 緒方　静子
助 産 師 岡島真理子 今崎　順子 長尾　朋美
看 護 師 折村　秀美 渡川　明子 木田　菊恵
看 護 師 石田ゆうき 森　　恭子 吉永　純子
准看護師 吉田　美保 佐野ミチ子

公益社団
法　　人

公益社団
法　　人

保 健 師 職 能 委 員 会
助 産 師 職 能 委 員 会
看 護 師 職 能 委 員 会

徳 島 Ⅰ

徳 島 Ⅱ

徳 島 Ⅲ
阿 南 市
那 賀 郡
海 部 郡

美 馬 市
美 馬 郡
三 好 市
三 好 郡

阿南・美波

吉 野 川

美馬・三好

委 員 会

1．地域療養者を支える看護機能の強化

2．専門性を高める生涯教育の推進

3．健康で安全に働き続けられる職場環境づくり

4．社会の期待に応える地域活動

5．本会の目的を達成するための基盤整備

第一号議案　平成26年度決算報告（案）及び監査報告
第二号議案　平成27年度役員及び推薦委員の改選並びに平成

28年度日本看護協会代議員・予備代議員の選出
について

職 能 委 員 会

常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

選挙管理委員会

 平成 27 年度

役員
役　職　名 氏　　　名 担当委員会名 勤　務　先

理事 ・会長 看 森山　節子 公益社団法人徳島県看護協会

〃 　第一副会長 看 吉 永 純 子 職能活動総括・看護制
度 委 員 会

徳島文理大学保健福
祉 学 部 看 護 学 科

〃 ・第二副会長 保 木 田 菊 恵 支部活動総括・学会担当 徳 島 大 学 病 院

〃 　専務理事 保 緒 方 静 子

認定看護管理者教育運営委員会・
災害看護支援検討委員会・ナー
ス バ ン ク 事 業 推 進
プロジェクトチーム委員会

公 益 社 団 法 人
徳 島 県 看 護 協 会

〃 ・常任理事 看 渡 川 明 子
医療･看護安全対策委員会・
訪問看護推進プロジェクト
チ ー ム 委 員 会

公 益 社 団 法 人
徳 島 県 看 護 協 会

〃 　理事 保 中 瀬 明 代 保健師職能委員長 徳島県東部保健福祉局
（ 徳 島 保 健 所 ）

〃 ・ 助 岡島真理子 助産師職能委員長 徳島県立中央病院

〃 看 森 　 恭 子 看護師職能委員長 徳島赤十字ひのみね
総合療育センター

〃 看 日野出裕美 徳 島 Ⅰ 支 部 長 徳 島 県 鳴 門 病 院
〃 ・ 看 原 　 良 江 徳 島 Ⅱ 支 部 長 徳 島 市 民 病 院
〃 ・ 看 松 﨑 和 代 徳 島 Ⅲ 支 部 長 徳 島 赤 十 字 病 院
〃 看 栗 本 敬 子 阿 南・美 波 支 部 長 JA 阿 南 共 栄 病 院
〃 ・ 看 祖父江定子 吉 野 川 支 部 長 JA 吉野川医療センター
〃 ・ 看 井 口 和 美 美 馬・三 好 支 部 長 徳島県立三好病院

〃 看 折 村 秀 美 広報出版委員会・看護の心
普及プロジェクトチーム委員会 田 岡 病 院

〃 看 大 柳 　 薫 教 育 委 員 会 独）国立病院機構東徳島
医療センター附属看護学校

〃 看 長 尾 春 美 社会経済福祉委員会 つるぎ町立半田病院
〃 ・ 准 吉 川 満 枝 看 護 制 度 委 員 会 阿南医師会中央病院
監事 外部 竹 内 洋 一 さくら税理士法人
〃 看 篠 原 　 静 J A 徳 島 厚 生 連

職能委員
氏　　　名 勤　務　先

保
健
師
職
能
委
員
会

・中瀬　明代 徳 島 県 東 部 保 健 福 祉 局（ 徳 島 保 健 所 ）

　加治　明子 徳 島 県 東 部 保 健 福 祉 局（ 徳 島 保 健 所 ）

・堀江　陽子 徳 島 通 運 株 式 会 社

・岡久　玲子 徳 島 大 学 大 学 院 医 歯 薬 学 研 究 部

　廣瀬　寿美 徳島県西部総合県民局保健福祉環境部（美馬保健所）

・佐藤　裕美
(残任期間のみ） 徳 島 県 東 部 保 健 福 祉 局（ 徳 島 保 健 所 ）

助
産
師
職
能
委
員
会

　岡島真理子 徳 島 県 立 中 央 病 院

・川越　友美 徳 島 大 学 病 院

　西川　良江 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

　坂口　朋枝 阿 南 共 栄 病 院

　長尾　朋美 徳 島 赤 十 字 病 院

・藤田　美樹 徳 島 県 鳴 門 病 院

看
護
師
職
能
委
員
会

・森　　恭子 徳 島 赤 十 字 ひ の み ね 総 合 療 育 セ ン タ ー

　石川　和恵 徳 島 県 立 中 央 病 院

　田中真由美 徳 島 県 立 三 好 病 院

　佐藤　美樹 四 国 大 学 看 護 学 部

・鈴江　妙子
(残任期間のみ）独）国 立 病 院 機 構 東 徳 島 医 療 セ ン タ ー

　向井　育子 徳 島 市 民 病 院

・古本久美子
(残任期間のみ）江 藤 病 院

　藤髙　公子 鴨 島 病 院

　石田ゆうき た ま き 青 空 病 院

　山口　明子 健 祥 会 モ ル ダ ウ

 ・印の方は平成26、27年度任期
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常任委員
職　能 氏　　　名 勤　務　先

社
会
経
済
福
祉
委
員
会

保 ・ 黒 川 　 久 美 徳島県西部総合県民局保健福祉環境部（美馬保健所）

助 　 山 田 　 良 恵 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

看 　 浜 　 　 百 合 徳島赤十字ひのみね総合療育センター

看 ・ 長 村 　 哲 也 徳 島 県 立 中 央 病 院

助 ・ 迎 　 久 視 子 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

保 　 小 西 　 良 子 徳 島 県 東 部 保 健 福 祉 局（ 徳 島 保 健 所 ）

教

育

委

員

会

看 ・ 幸 田 　 史 恵
（残任期間のみ） 徳 島 健 生 病 院

保 　 増 田 　 未 来 徳島県東部保健福祉局（吉野川保健所）

看 ・ 前 川 　 輝 実
（残任期間のみ） 徳島赤十字ひのみね総合療育センター

保 　 高 林 　 　 瞳 徳 島 県 精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー

看 ・ 篠 原 　 貴 子 徳 島 県 立 中 央 病 院

助 　 大 畠 き さ え 徳 島 市 民 病 院

看 ・ 井 村 　 光 子 徳 島 大 学 病 院

看 　 早 渕 　 由 美 徳 島 赤 十 字 病 院

看 ・ 松 尾 　 恭 子 四 国 大 学 看 護 学 部

看 　 山 本 　 優 子 阿 波 病 院

看 ・ 佐 藤 由 布 子 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

看 　 松 本 　 光 世 独）国 立 病 院 機 構 東 徳 島 医 療 セ ン タ ー

助 　 雨 堤 　 京 子 徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校

看 　 片 岡 　 三 佳 徳 島 大 学 大 学 院 医 歯 薬 学 研 究 部

看 ・ 鹿 児 島 仁 美 藍 里 病 院

看 ・ 比 松 　 利 江 阿 南 医 師 会 中 央 病 院

学
会
委
員
会

看 ・ 谷 　 　 洋 江 徳 島 大 学 大 学 院 医 歯 薬 学 研 究 部

看 ・ 町 田 　 美 佳 徳 島 赤 十 字 病 院

助 　 三 倉 　 啓 子 阿 南 共 栄 病 院

看 　 谷 口 　 啓 子 徳 島 大 学 病 院

看 ・ 常 陸 多 佳 子 独）国 立 病 院 機 構 東 徳 島 医 療 セ ン タ ー

助 　 森 脇 　 智 秋 徳 島 文 理 大 学 保 健 福 祉 学 部

保 ・ 大 西 　 和 子
（残任期間のみ） 徳島県西部総合県民局保健福祉環境部（三好保健所）

広
報
出
版
委
員
会

機
関
紙
発
刊
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

保 ・ 多 田 美 由 貴 徳 島 大 学 大 学 院 医 歯 薬 学 研 究 部

看 ・ 高 田 　 泰 正 徳 島 県 立 中 央 病 院

看 　 堀 田 　 明 代 阿 南 医 師 会 中 央 病 院

助 　 山 口 　 照 代 徳 島 赤 十 字 病 院

看 ・ 大 村 恵 津 美
（残任期間のみ） 徳 島 市 民 病 院

看 ・ 板 谷 　 雅 子 ホ ウ エ ツ 病 院

看 　 亀 岡 　 福 江 独）国 立 病 院 機 構 東 徳 島 医 療 セ ン タ ー

保 　 中 野 絵 梨 佳 徳島県南部総合県民局保健福祉環境部（阿南保健所）

推
薦
委
員
会

保 　 今 川 　 玲 代 徳島県東部保健福祉局（吉野川保健所）

看 　 宮 本 　 美 恵 徳 島 県 立 中 央 病 院

看 　 大 森 　 里 美 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

看 　 溝 渕 　 朝 日 徳 島 市 民 病 院

助 　 長 谷 奈 生 己 徳 島 大 学 病 院

看 ・ 古 内 　 佐 和 徳 島 県 立 海 部 病 院

保 ・ 武 田 　 道 子 四 国 大 学 看 護 学 部

看 ・ 磯 田 　 美 和 徳 島 赤 十 字 病 院

看 ・ 圓 藤 　 明 美 徳 島 県 鳴 門 病 院

助 ・ 近 藤 　 　 泉 徳 島 県 立 三 好 病 院

特別委員
職　能 氏　　　名 勤　務　先

看
護
制
度
委
員
会

保 三 ツ 川 恵 美 子 徳 島 県 保 健 福 祉 部 医 療 政 策 課

看 吉 永 　 純 子 徳 島 文 理 大 学 保 健 福 祉 学 部

看 日 野 出 裕 美 徳 島 県 鳴 門 病 院

看 森 　 　 恭 子 徳島赤十字ひのみね総合療育センター

看 埴 淵 　 明 美 阿 南 医 師 会 中 央 病 院

准 吉 田 　 美 保 稲 次 整 形 外 科 病 院

保 緒 方 　 静 子 徳 島 県 看 護 協 会

職　能 氏　　　名 勤　務　先

認
定
看
護
管
理
者
教
育
運
営
委
員
会

看 大 岡 　 裕 子 徳 島 文 理 大 学 保 健 福 祉 学 部

看 木 田 　 菊 恵 徳 島 大 学 病 院

看 郡 　 　 利 江 徳 島 県 立 中 央 病 院

看 庄 野 泰 乃 徳 島 赤 十 字 病 院

看 大 柳 　 　 薫 独）国立病院機構東徳島医療センター附属看護学校

看 松 村 　 康 代 徳 島 県 看 護 協 会

保 緒 方 　 静 子 徳 島 県 看 護 協 会

医
療
・
看
護
安
全
対
策
委
員
会

看 久 次 米 清 子 徳 島 県 鳴 門 病 院

看 寿 見 千 代 美 独） 国 立 病 院 機 構 徳 島 病 院

看 藤 井 　 ふ み 徳 島 県 立 中 央 病 院

看 大 下 　 千 鶴 川 島 病 院

看 川 原 　 明 美 阿 波 病 院

看 庄 野 ま ゆ み 徳 島 赤 十 字 病 院

看 石 山 由 紀 子 徳 島 大 学 病 院

看 渡 川 　 明 子 徳 島 県 看 護 協 会

災
害
看
護
支
援
検
討
委
員
会

看 喜 多 希 久 子 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

看 服 部 　 裕 子 徳 島 赤 十 字 病 院

看 仁 木 　 祐 江 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

看 岩 本 　 里 織 徳 島 大 学 大 学 院 医 歯 薬 学 研 究 部

看 原 　 　 良 江 徳 島 市 民 病 院

保 梅 田 　 弥 生 徳 島 県 保 健 福 祉 部 医 療 政 策 課

看 久 　 　 美 月 阿 南 医 師 会 中 央 病 院

看 溝 渕 理 恵 子 徳 島 県 鳴 門 病 院

保 緒 方 　 静 子 徳 島 県 看 護 協 会
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
委
員
会

看 松 浦 智 恵 美 徳 島 健 生 病 院

保 梅 田 　 弥 生 徳 島 県 保 健 福 祉 部 医 療 政 策 課

看 荒 尾 公 美 子 徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校

看 武 田 　 昌 子 阿 波 病 院

看 大 下 　 千 鶴 川 島 病 院

看 埴 淵 　 明 美 阿 南 医 師 会 中 央 病 院

看 住 吉 　 貴 美 徳 島 県 看 護 協 会

訪
問
看
護
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
委
員
会

保 原 　 美 智 代 徳島県西部総合県民局保健福祉環境部（三好保健所）

助 古 川 　 明 美 徳 島 文 理 大 学 保 健 福 祉 学 部

看 安 藝 　 寿 美 独） 国 立 病 院 機 構 徳 島 病 院

看 藤 原 　 稔 章 藍 里 病 院

看 近 藤 　 由 江 徳 島 市 民 病 院

看 入 江 賀 誉 子 板 野 郡 医 師 会 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン

看 新 田 か お る き た じ ま 田 岡 病 院

看 吉 野 　 牧 子 あ お ぞ ら 内 科 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン

看 伊 達 　 朋 子 徳 島 県 看 護 協 会

看 渡 川 　 明 子 徳 島 県 看 護 協 会

看
護
の
心
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
委
員
会

看 緒 方 江 里 子 徳 島 県 立 海 部 病 院

保 梅 田 弥 生 徳 島 県 保 健 福 祉 部 医 療 政 策 課

看 栗 本 敬 子 阿 南 共 栄 病 院

看 浅 田 洋 子 徳 島 市 民 病 院

看 松 﨑 和 代 徳 島 赤 十 字 病 院

看 日 野 出 裕 美 徳 島 県 鳴 門 病 院

看 三 木 満 理 子 阿 南 医 師 会 中 央 病 院

看 大 古 幾 子 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

看 矢 部 公 子 阿 波 病 院

看 井 口 和 美 徳 島 県 立 三 好 病 院

保 緒 方 静 子 徳 島 県 看 護 協 会

6支部
支　部　名 支 部 長 名 勤　務　先

支

部

長

美馬・三好支部 ・井口　和美 徳 島 県 立 三 好 病 院

吉 野 川 支 部 ・祖父江定子
（残任期間のみ） 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

徳 島 支 部 Ⅰ 　日野出裕美 徳 島 県 鳴 門 病 院

徳 島 支 部 Ⅱ 　原　　良江 徳 島 市 民 病 院

徳 島 支 部 Ⅲ 　松﨑　和代 徳 島 赤 十 字 病 院

阿南・美波支部 ・栗本　敬子 阿 南 共 栄 病 院

 ・印の方は平成26、27年度任期
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 看護師職能集会

「いのち・暮らし・尊厳をまもり支える看護」を実践する
看護師職能委員長　森  恭子

　保健・医療・福祉制度は、従来の疾病や障害の治癒・回復を目的と
する「医療モデル」優先から、生活の質に焦点をあて、疾病や障害があっ
ても、地域の住まいで自立してその人らしく暮らすことを支える「生
活モデル」に大きくシフトしようとしている。そんな中で、看護は、
常に予防的視点に立ち、どのような健康状態にあってもその人らしく
暮らすことを支援していく必要がある。
　全国看護師交流集会では、厚生労働省より「認知症の人の意思が尊
重され、できる限り住み慣れた地域の良い環境で自分らしく暮らし続
けることができる社会の実現を目指す」という基本的考え方の「新オ
レンジプラン」について特別講演があり、坂本会長からも日本看護協
会は、認知症の人もその家族も誰もが安心して暮らせる社会の実現を
看護の力で推進しいくという内容の基調講演があった。
　徳島県看護協会看護師職能委員会は、日本看護協会の「看護ビジョン」
のもと、日本看護協会看護師職能委員会の活動方針に従って、これか
らも積極的に活動していきたいと考えています。

 保健師職能集会

全国保健師職能集会復命～「保健師のキャリアパス」について考える～
保健師職能委員　中川  真由美

　平成27年度全国保健師交流集会が、6月11日に神戸市神戸国際会議
場で開催され、参加させて頂きました。
　今年度重点政策・重点事業の一つとして「保健師のキャリア形成推
進事業」をあげられています。行政に働く保健師において、国や地方
公共団体が実施している保健師の研修は必ずしも系統的に行われてい
ない等の課題があり、保健師の人材育成においては、ジョブローテー
ションも含めた体系的な人材育成の仕組みづくりが必要です。
　シンポジウムで、「保健師のキャリアパス」が取り上げられ、企業の
キャリアカウンセラー、産業保健師、統括保健師の立場から報告が有り、
人材育成を進めていく上で重要であることについては理解できました
が、個々の保健師間で「キャリアパス」についての概念整理や共通理
解まで進んでいないと思われ、シンポジウムとしての深まりが見られ
なかった様に思います。今後、いろいろな場で討議を重ね具体的なイ
メージできるものにしていく必要があると思われます。
　人材育成は、組織発展のために必要不可欠であり、キャリアパスも人
材育成の一環であることをふまえ、今後取り組んでいく必要を感じました。
　日本看護協会総会・全国保健師職能集会に、初めて参加させて頂き
ましたが、看護を取り巻く様々な取り組み、課題について多角的に知
ることが出来ました。保健師職能として今後の活動にいかしていきた
いと思います。

 助産師職能集会

CLoCMiP（クロックミップ）レベルⅢ認証制度はじまる
助産師職能委員長　岡島  真理子

　CLoCMiP（クロックミップ）という言葉をご存じでしょうか。CLoCMiP
とは助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）：Clinical Ladder of 
Competencies for Midwifery Practiceを指します。
　日本看護協会は平成23年度より助産師の実践能力習熟に必要な経験
等について共通に認識し、支援する体制を構築するための検討を行っ
てきました。この支援体制の一つが、助産実践能力習熟段階（クリニ
カルラダー）レベルⅢを認証するしくみ、助産実践能力認証制度です。
いよいよこの8月からCLoCMiPレベルⅢ認証申請が開始され、認証を
受けた助産師は「アドバンス助産師（Advanced midwife）」となります。
就業する医療機関や部署によって、助産師として経験できる内容や量
に差が生じる今日においては、個々の助産師の努力や産科管理者の支
援だけでなく、助産師の実践能力習熟プロセスにかかわる全ての関係
者が助産実践能力習熟に必要な経験などに共通認識し支援する体制が
必要とされます。助産師職能委員会ではCLoCMiPが各施設で活用され、
すべての妊産褥婦と新生児に助産師のケアを提供し、健康な生活の実
現に向けて貢献できるよう、助産師一人一人の自律的な行動をサポー
トしていきたいと考えます。

「いよいよ認知症看護がどの場面でも当たり前を迎える時代に」
看護師職能委員　石田  ゆうき

　この度、平成27年度全国看護師職能交流会Ⅱに参加させて頂きまし
た。今回のテーマは「認知症看護」がテーマでした。特別講演では新
オレンジプランにより今後の認知症の人とその家族を地域でどのよう
に支えていくかの国家戦略の話を聞くことができました。その中で「認
知症患者」ではなく「認知症の人」と全て表現され、今後認知症が特
別なものでなく、日常のものとして社会全体が受け入れることが示さ
れている事を実感しました。基調講演では日本看護協会坂本すが会長
の話を聞くことができました。今後の認知症看護に魂を注入してゆき
たいなどの意気込みや、守破離をもって認知症看護の形づくりを行い
たいなど会長ご自身の看護感がひしひしと伝わってくる言葉がとても
印象的でした。シンポジウムでは認知症の人と家族を地域で支えている
5事例の発表がありました。その中でも安心して徘徊できる街づくり
運動の一環で小中学生を含めた地域住民が徘徊老人役に声掛けの模擬
実践をしている大牟田市の報告や、看護師の言葉がけにより傷ついた
り、癒されたりした家族の立場からの発表が心に残りました。認知症
看護がどの場面でも当たり前を迎える時代となることを認識しました。

 6月 9日（火）13：30～17：30平成27年度 日本看護協会

通常総会通常総会
平成27年

第1日

 6月10日（水） 9：30～15：30
平成27年

第2日

  日本看護協会通常総会に参加して
徳島赤十字ひのみね総合療育センター　森　恭子　

　日本看護協会は、6月9・10日の両日兵庫県神戸市において通常総会を開催し、代議
員744人を含む5,704人が出席しました。決議事項と報告事項が協議、報告され、決議
事項はいずれも承認されました。今年度、坂本すが会長より「看護の将来ビジョン」
が公表されました。

中川 真由美　徳島県東部保健福祉局（徳島保健所）
岡島 真理子　徳島県立中央病院
森     恭  子　徳島赤十字ひのみね総合療育センター
石田 ゆうき　たまき青空病院
吉 川  満 枝　阿南医師会中央病院

報 告 平成27年度　全国職能交流集会会平成27年度　全国職能交流集会

公益社団法人 日本看護協会代議員
平成27年度

保

助

看

看

准
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共に育つチームを目指して

「始めるから始まる」がモットーです！

夢に向かって進行中!!

毎日が新しい気づきの連続です!!

徳永 あいこ

徳島市民病院  猪子 美由紀

東徳島医療センター  西3病棟  看護師  宮谷 恭平

稲次整形外科病院  鈴江 春代

　徳島県はキラキラの新人保健師7名を迎えました。「保健師人材育成ガイド
ライン」に基づき、地域を見る力・地域を動かす力・地域をつなぐ力を育て、
予防的視点から地域の健康課題解決に向け、企画・施策化、実践、評価がで
きる保健師の人材育成を目指しています。
阿南保健所では、1名の新人を含む新任期保健師のOJTを、人材育成担当部
署と所属部署が連携し、多くの経験ができる体制としています。1事例1事例
を大切にし、人とつながり、地域を見る事ができるよう、先輩達も共に成長
をめざし、笑顔で頑張っています。

　救急室で勤務して6年。心肺停止状態で救急搬
送される方の看護にあたることも多く、バイスタ
ンダーの重要性を痛感しています。看護部の協力
を得て、院内のBLS教育だけでなく、市民にBLS

を伝える「PUSH講習」の活動を始めて3年が経ちました。救急室
の看護師として、救命率・社会復帰率の向上を願うとともに、地
域に貢献したいと考えています。看護師の力は大きいと信じてい
ます。パワーあふれる看護師の皆様、一緒に徳島県の救命率を上
げませんか？

　看護師になり7年目を迎え、現在は外
科・内科・泌尿器科・整形外科の混合病
棟で勤務しています。看護学生の時、熱
意をもって学生に関わる恩師の姿に感動
し、将来は看護教員になりたいと思い看

護師になりました。平成26年度には徳島県実習指導者講
習会に参加させていただきました。その後、実習指導者
として当院附属看護学校の学生に看護の楽しさや魅力を
伝えたいと思い指導しています。私自身、指導を行う中で、
指導の難しさや看護のやりがい・奥深さを感じています。
これからも、看護教員を目指し、看護学生と共に成長し
ていきたいと思っています。

　私は、回復期リハ病棟に所属して約10年になり
ます。4月から主任となり、他部署との連携・調整や、
時間外業務減少のための業務内容検討、スタッフ
のメンタルケアなど、他の2人の主任さん方と相

談しながら、改善に向けた1歩を踏み出したところです。勉強不足
なことや、計画通りに進まないことにへこむことも多いですが、
他のスタッフたちに助けてもらいながら、なんとか前進しています。
それぞれのスタッフが、自分のやりたいことを実践していけるよう、
支援していきたいです。

浦西 由美

医療現場は人と人 奥が深く、やりがいある看護
ホウエツ病院  看護部  稲岡 桂子 吉野川医療センター  三原 裕子

　私は、いつどんな時も笑顔でいる、声をかけやすい・話し
かけやすい雰囲気を保っておく事を心がけています。そうす
ることで現場の様々な声を聞くことができ、問題を早期に収
集する事ができるからです。医療の現場において、いかに早

期に小さな問題に気づき、解決を行う事ができるからこそ、医療事故を未然
に防止する得策だと思います。良好なコミュニケーションは、スタッフとの
信頼関係構築につながり、安心安全な医療・看護を提供する上で重要であり、
欠かせないものであると考えています。「医療現場は人と人」
今後も、コミュニケーションスキルを磨くことが私の課題であ
ると考えています。

　腎不全患者さんは、長期的な療養生活
上で様々な感情と向き合っており、介入
の難しさに直面する事があります。しか
し、患者自身が自己決定し行動変容する

過程やニーズに合った看護が提供できた時、大きな喜び・
やりがいを感じています。認定看護師として、患者さん
を生活者として捉え、療養行動ばかりに縛られず、患者
さんの『その人らしさ』を常に考え、家族や多職種・地
域などを巻き込みながらサポートしていきたいと考えて
います。

身に付けた知識を活かすための手助けを 正確さ、誠実さも身につけるよう努力する！
徳島赤十字病院  摂食・嚥下障害看護認定看護師  前田 春香 徳島県立中央病院  救急看護認定看護師  松本 康代
　私は新人教育の際に実際の患者をもとに説明し
たり、自分の経験も一緒に話すようにしています。
本を読んで勉強するだけなら学生時代にしてきた
ことで、一人でもできることです。でも、新人を

指導しているとその得た知識をどうやって自分の看護に結び付け
るかわからずもったいないなと感じることがあります。質問をす
れば答えが返ってくる、みんな知識は身についています。目の前
の患者に起きていることを一緒に分析し、点と点だった知識が線
になる手助けをするようにしています。

　患者さんを命の危機にさらさないこと、これが
私の大切にしていることです。看護には優しさ、
温かさといったイメージがあります。ケアはそれ
が根底となっており、大切にしなくてはならない

ものです。しかしそれに付け加えて正確さ、誠実さも必要だと考
えます。優しくても、知識や技術に裏付けられた正確な看護ケア
を行わないと患者さんには悪い影響が及びます。今自分の行って
いる看護ケアは「患者さんにどう影響しているか？」常に誠実に
考えながら良い看護を目指しましょう。

徳島県南部総合県民局
保健福祉環境部
（阿南保健所）

輝かせるる
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報 告 2015年看護の日・看護週間行事2015年看護の日・看護週間行事

イベント開催

看護の日・看護週間

相談コーナー
（南徳島クリニック）

バザーの様子

記念講演会

オカリナ演奏会
（海部病院）

足湯
（三好病院）

AED講習
（博愛記念病院）

　5月10日に開催されました中央行事では、記念講演会「認知症を地域で支え

よう！」を実施いたしました。医療従事者だけでなく地域の皆様にもご参加いた

だき、認知症に対する周囲の方の関心の高さを感

じました。

　また、日用品バザーコーナーへは、110名参加

がありました。利用者の方々から「バザーはワク

ワクして楽しい」「毎年してほしい」等とても好評

でした。

　7 月 17 日にバザーの収益金 104,200 円全額を日本赤十字社徳島県支部へ支

援金として、寄付いたしました。防災、災害救護、地域における健康支援、社会

福祉活動に有効に活用させていただきたいと小森將晴徳島県支部事務局長より感

謝の言葉をいただきました。

　バザーにご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。

　今年も県下30施設1支部で健康チェックや健康相談をはじめ、様々なイベントを開催しました。

　毎年楽しみにしてくださる方や、日頃施設に縁のない方なども多数足を運んでくださいました。

きたじま田岡病院

徳島県鳴門病院

徳島県鳴門病院附属看護専門学校

独）国立病院機構東徳島医療センター

独）国立病院機構東徳島医療センター附属看護学校

井上病院

稲次整形外科病院

徳島健生病院

伊月病院

田岡病院

徳島逓信病院

天満病院

博愛記念病院

リハビリテーション大神子病院

徳島県立中央病院

徳島市民病院

徳島大学病院

徳島大学医学部保健学科

中洲八木病院

小松島病院

江藤病院

南徳島クリニック

徳島赤十字ひのみね総合療育センター

公益社団法人徳島県看護協会　徳島支部Ⅲ

阿南医師会中央病院

阿南共栄病院

徳島県立海部病院

徳島県立三好病院

つるぎ町立半田病院

独）国立病院機構徳島病院

阿波病院

吉野川医療センター（旧麻植協同病院）

8

T O K U S H I M A  N U R S I N G  A S S O C I A T I O N



　7月4日（土）看護の道に進んでもらう学生

さんを増やす目的で、看護の魅力を伝え、看護

師等学校養成所への進路方法等を説明する「看

護職になるための説明会」を実施しました。高

校生77名と進路担当教員4名、保護者7名の

参加があり、「とてもわかりやすくて、良かった」

「看護師になりたいとの思いが強くなった」「進

路の参考になった」「修学資金について詳しく

聞けてよかった」等、好評でし

た。参加者の中から一人でも多

くの学生さんに看護の道に進ん

でもらえたらと願います。

看護職になるための説明会

　Aさんは末期がんだった。Aさんには婚約者の彼女がいた。
ある日、彼女から「彼の残された時間は少ないですよね。
明日、役場に行って婚姻届を出してこようと思います。本
当は一緒に行くつもりだったけど、私一人になりそう」と
告白された。
　Aさんは40代、自分の症状を理解し、「死ぬのは怖くない。
運命だと思う。でも彼女には何か残しておいてあげたい」
とよく話していた。私は、明日婚姻届を出すという彼女の
話をスタッフへ伝えた。誰かが「私たちで結婚式をしてあ
げられないかな」とつぶやいた。そこにいた皆が不思議と
同じ気持ちだった。上司の許可をもらい、急きょ、会場の
用意や結婚式の準備に取り掛かった。
　翌日、何も知らされず、酸素をしながら車いすで会場に
連れてこられたAさんは、人目もはばからず大きな声で男
泣きをした。そして、赤いドレスに身を包んだ花嫁をうれ
しそうに見つめていた。結婚指輪が間に合わなかったので、
お互いの手首にピンクのリボンを巻き、永遠の愛を誓った。
栄養課が用意してくれたウエディングケーキを、Aさんは

美味しそうに口いっぱいにほお
ばっていた。それまでは食事がの
どを通らない状態だったのに。
　ふと目が合うと、うれしそうに
ほほ笑んだAさんの笑顔が今でも忘れられない。
　その日から小さな奇跡が起こった。一時的にモルヒネの
点滴や酸素も外し、外出ができるようになった。家に帰り
遺産相続のことも話ができたと安堵し、彼女と穏やかな時
間を過ごした。
　式から2週間後、Aさんは永眠されたが、しばらくして、
彼女から手紙が届いた。手紙には「棺のなかの彼の手首に、
結婚式の時のピンクのリボンを巻いてあげました。私の分
はお守りとして、大事に持っておきます」と書かれていた。
私たちの心がじんわり温かくなった。
　「本当に大切な緩和ケア」をAさんや彼女、そこにいた
スタッフを通じて教えてもらった。誰かを大切に思う気持
ちは、時に小さな奇跡を起こすのだと思う。

第5回 忘れられない看護エピソード

小さな奇跡

徳島赤十字病院  がん性 痛認定看護師

徳永 亜希子

［看護職部門 優秀賞］

徳島県

とく なが あ き こ

あん ど

お い
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編

後
集

記

　協会ニュース「和」の発
行にあたりご協力いただい
た皆様、ありがとうござい
ました。今号も「輝かせる
先師スーパーナース」の活
躍を紹介しています。
　今後も、皆様が身近に感
じる話題を提供していけた
らと思っています。

（広報出版委員一同）
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経管栄養チューブの
 取り扱い時の注意
経管栄養チューブの
 取り扱い時の注意

気管に
誤挿入！

気胸発生の
おそれ！

チューブ挿入したら、複数の方法で留置位置
を確認することが望ましい

 1 . 胃の内容物をpH試験紙で確認
 2. 胸部レントゲンで撮影による確認
 3. CO2検出器による確認
 4. 気泡音による確認

経管栄養チューブ挿入時の注意点

H27年度

ワークライフバランス（WLB）推進ワークショップ事業
勤務環境
改善推進
委員会

　この事業も 5年目を迎えました。支援体制の強化を図りながら、今年度の参加施設の支援と、
勤務環境改善への継続的な取り組みを促進します。
参加動機

近藤内科病院
　当院では、この数年間離職率が増
加傾向にあります。職員の定着・離
職率の減少のためには、働きやすい
環境を整え、やりがいをもって意欲
的に働くことができる職場づくりを
行うことが重要であると考えます。
今回、現状分析から問題点を把握し
改善策を構築していく契機となるこ
とを目指して、参加を希望しました。

稲次整形外科病院
　いきいきと働き続けられる職場づ
くりをめざして、多様な勤務形態や
給与、休暇等の労働環境改善の整備
を行ってきました。更なる対策とし
て、再度客観的なデータで現状分析
し課題を抽出することにより、適切
な取り組みができ、職員の満足に繋
がるのではないかと思い、この事業
の参加を決めました。

手束病院
　最近、看護雑誌等で、「ワークライ
フバランス」の記事を見かけるよう
になりました。私共の勤務している
病院でも職場環境改善が必要なこと
は分かっていても取り組み方が分か
りませんでした。今回、この事業に
参加することで、看護師全員が職場
環境改善に取り組み、「今できること
から始めよう」と思い決めました。
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